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§はじめに 都市部を中心とした地域の農業用溜池

は，多用途への転用や労働力不足による維持管理の

粗放化，河川水を中心とした用水の転換などにより，

その数を徐々に減らしつつある．このことは，溜池

が，灌漑用水を確保するという本来の目的以外にも

親水空間の創出，自然生態系の保全，洪水調節など

様々な役割を果たしていることについての価値評価

が十分になされていないことにも原因がある．

農業排水を一時的に貯留すれば，主に砂泥を沈降

することにより，水質がある程度浄化されることは

定性的によく知られている内容である．しかし，そ

の正確なメカニズムや浄化の程度については十分に

は明らかとなっていない．本研究では，滋賀県水口

町にある東池を例として取り上げ，主に栄養塩除去

という点に注目して，その浄化能力を評価し，溜池

の果たす役割価値について考察を加えたい．

§対象溜池 調査対象である東池（図 �）は面積約

�����，平均水深約 ����の小規模皿型溜池であり，

主な流入部を � 箇所（西岸にあるものを流入部 �，

南岸にあるものを流入部 � とする）と取水樋と洪

水吐の � 箇所の流出部を有している．流入部 � の

集水面積は約 ��������，流入部 �の集水面積は約

��������である．それぞれの集水域には山林以外

に約 �� !��� と約 ��� ��� の水田がある．流入部

において流入流量と北西岸において水位および降水

量を自動計測しており，地下水流出入を除いて，流

出入の収支がほぼ把握できる状態にある．受益地域

は主に水田地域であるが，その多くは他の水源から

灌漑されており，対象溜池は水が足りなくなったと

きの補助水源としてしか利用されていない．そのた

め，滞留時間は激しい降雨時期を含めても２８日程

度と，小規模溜池としては比較的長い滞留時間を有

している．東池には集水域にある水田からの農業排

水が流入するため，全般的に栄養塩濃度が高く，中

あるいは富栄養状態にある．池にはメダカ，沼えび，

ヨシノボリの一種程度が生息するのみで大型の魚類

は存在しない．また，中央部にはヒシの群生があり，

溜池水質に大きな影響を与えている．
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図 �"東池及びその集水域

§水質変動 ����年 �月から ����年 ��月までの期

間，溜池中央部（上層，下層），流入部（１，２）に

おいて，非灌漑期は月１回，灌漑期は月２回程度の

頻度で，水温，溶存酸素，リン（#��$#��#），窒素

（%��$%� %��$%� �%& ，クロロフィル �，'�，透

明度，(�の項目について測定を行った )図 �$!&．透

明度は年間を通じて水深の７割程度以上あり，水底

近くまでが有光層となっていた．水温による大きな

躍層は見られなかったが，底層部では溶存酸素が極

度に少なく，底泥による酸素消費があるものと考え

られる．

全般的には �$#� �$%ともに滋賀県の平均的な溜

池よりも低い値を示しているが，集水域内の水田で

は �*����*��� *��に施肥が行われており，その時期

直後には比較的高い濃度の栄養塩が見とめられた．

%*#比を見ると，�月後半から  月前半をのぞいた

時期においては  以上の値を示し，溜池が上下層と

もにリン制限であると考えられるが，�月後半から  

月前半には施肥の影響でリン濃度が高くなり，逆に

窒素制限になっているようである．また植物プラン

クトン量はばらつきがあるものの，気候的条件と栄

養状態がともに好条件となる  月を中心に多くなっ

ていることが分かる．
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図 �"リン酸態リン
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図 �"硝酸態窒素及びアンモニア態窒素
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図 �"クロロフィル �
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図 !"全リン及び全窒素

表 �� ���，��� の月別総流出入量と残留量 �単位���	
年
月 総流入流量 ��� の ��� の ��� の ��� の ��� の ��� の

���	 流入量 流入量 流出量 流出量 残留量 残留量
��
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��
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§物質収支 水質および流出入量調査の結果から東

池の�$#と�$%に関する年間の大まかな物質収支を

求めた（表 �）．調査期間において，�$%は � ����+

流入し，���,��+ が流出，�$# は ���,��+ 流入し，

!�,��+が流出しているという結果を得た．これよ

り，流入した �$%の  �!-，�$#の !�-が溜池内に

残留していると推定される．残留量の経時変化をみ

ると．�$%は非灌漑期においては全く残留せず，灌

漑期にのみ残留する結果となった．残留量の多い時

期は �月と �月である．一方，�$#は �月と ��月を

除く全ての月で残留するという結果を得た．著しい

残留が確認された時期は，!月と �月である．この

結果を，�$#� �$%ともにほとんど残留しないとさ

れたエカイ沼，ならびに ��-の�$#が残留するが，

�$%は残留しないとされた大門沼の結果を比べると，

東池は非常に大きな残留率を示すことが分かる．

植物プランクトンが年周期で一定量を示すという

仮定が成り立てば，植物プランクトンを経由して溜

池に残留する栄養塩量は植物プランクトンの増殖量

とほぼ一致するはずである．東池において一般的な

パラメータを用いて計算したところ，リンについて

は流入した量の約 ��-が窒素については約 ��-が植

物プランクトンにより溜池内に固定されていると推

定できるとの結果が得られた．

§まとめ 滞留時間が比較的長い溜池の場合，農業

排水を浄化する機能があることが確かめられた．残

留量 )率&など得られた結果に関して，全体的な傾向

は示しえていると考えているが，降雨時のデータが

含まれていないなどの不十分な点を改善して精度を

上げる必要があると考えている．
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